
１
月

25～

28日
、
県
本
部

は
全
県
単
組
で
統
一
要
求
を

提
出
し
要
請
し
ま
し
た
。

〔
文
責
：
県
本
部
〕

【
Ａ
市
】
感
染
対
策
の
一
環

と
し
て
時
差
出
勤
を
ス
タ
ー

ト
し
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
も
呼

び
か
け
て
い
る
。
【
Ｂ
市
】

職
員
感
染
時
を
想
定
し
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
を
設

定
済
。
持
病
が
あ
る
人
に
は

テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
奨
し
て
い

る
。
【
Ｃ
市
】
新
採
職
員
の

追
加
募
集
中
、
土
木
な
ど
で

辞
退
も
出
て
い
る
。
【
Ｄ
社

協
】
１
月
か
ら

55歳
昇
給
抑

制
を
廃
止
し
、
全
員
４
号
昇

給
へ
改
善
、
園
長
と
主
任
の

手
当
も
改
善
し
た
。
【
Ｅ
町
】

ラ
ス
指
数
が
低
い
の
は
、
給

料
表
の
運
用
な
ど
、
給
与
基

準
が
低
い
か
ら
と
考
え
て
い

る
。
【
Ｆ
市
】
ラ
ス
指
数
が

低
い
こ
と
は
認
識
。
昇
給
昇

格
の
見
直
し
を
検
討
中
。

【
Ｇ
市
】
テ
レ
ワ
ー
ク
は
管

理
職
が
試
行
し
た
が
課
題
が

あ
る
。
採
用
で
は
資
格
職
な

ど
採
用
で
き
た
。
女
性
の
管

理
職
登
用
率
が
以
前
と
比
べ

落
ち
て
い
る
。
【
Ｈ
市
】
本

庁
・
支
所
と
も
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ

環
境
整
え
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
１

人
１
台
も
完
了
。
テ
レ
ワ
ー

ク
等
は
ル
ー
ル
作
り
が
重
要

と
準
備
進
め
て
い
る
。
会
計

年
度
職
員
は
初
年
度
で
あ
り

改
善
し
て
い
き
た
い
。
今
年

度
原
則
パ
ー
ト
任
用
だ
が
フ

ル
に
切
り
替
え
る
と
こ
ろ
も

で
て
い
る
。
【
Ｉ
市
】
新
採

募
集
も
順
調
に
応
募
が
あ
り
、

か
な
り
の
競
争
率
を
維
持
で

き
て
い
る
。
【
Ｊ
市
】
会
計

年
度
職
員
の
一
時
金
引
き
下

げ
は
、
で
き
れ
ば
実
施
し
た

く
な
い
が
、
条
例
改
正
し
て

ま
で
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

【
Ｋ
市
】
正
規
・
非
正
規
と

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
は

出
勤
停
止
な
の
で
特
別
休
暇

と
し
て
取
り
扱
う
。
コ
ロ
ナ

関
係
で
発
熱
な
ど
の
症
状
が

あ
り
、
出
勤
停
止
と
す
る
場

合
も
特
別
休
暇
（
有
給
休
暇
）

で
対
応
。
【
Ｌ
市
】
男
性
の

育
休
取
得
率
は
、
Ｒ
元
年
度

18・
６
％
。
取
得
期
間
は
そ

れ
ぞ
れ
違
う
が
取
得
率
は
増

え
て
い
る
。
【
Ｍ
市
】
子
の

看
護
休
暇
の
対
象
年
齢
引
き

上
げ
は
、
引
き
続
き
検
討
。

【
Ｎ
町
】
職
場
で
の
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
対
策
徹
底
が
必
要
。

子
の
看
護
休
暇
は
「
小
学
校

就
学
前
ま
で
」
だ
が
、
「
中

学
校
就
学
前
ま
で
」
の
自
治

体
が
多
く
今
後
検
討
す
る
。

再
任
用
は
現
在
職
場
か
ら
の

要
望
な
く
、
制
度
運
用
し
て

い
な
い
が
今
後
検
討
。
【
Ｏ

事
業
団
】
前
回
の
統
一
要
求

で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
へ
の
補
助
要
求
に
つ
い

て
検
討
し
補
助
を
決
定
し
た
。

【
Ｐ
清
掃
】
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
会
社
の
全
車
両
に
消

毒
液
を
常
備
。
【
Ｑ
保
育
園
】

保
育
士
確
保
に
苦
労
、
募
集

し
て
い
る
が
応
募
が
少
な
い
。

市
内
の
保
育
園
で
も
、
保
育

士
確
保
で
き
ず
乳
児
受
け
入

れ
が
で
き
な
い
所
も
あ
る
。

１
月

29日
、
新
居
浜
市
職

労
は
、
遅
れ
て
い
た
『

20年

度
新
採
職
員
歓
迎
会
』
を
実

施
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

り
、
対
象
は
本
庁
職
員
の
み
、

会
食
な
し
で
行
わ
れ
、
新
採

職
員

11人
、
先
輩

30人
が
参

加
し
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た

り
、
藤
田
執
行
委
員
長
が

「
皆
さ
ん
も
す
で
に
、
職
場

で
賃
金
や
労
働
条
件
に
つ
い

て
触
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

新
居
浜
市
職
労
は
過
去
か
ら

の
先
輩
職
員
の
努
力
で
今
の

労
働
条
件
を
築
き
上
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
歴
史
と
伝
統

を
守
り
、
一
緒
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
新
採
の
自
己

紹
介
で
、
氏
名
・
配
属
・
趣

味
や
今
年
の
抱
負
な
ど
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
は
、
景
品
抽
選
会
（
例

年
の
新
採
歓
迎
会
で
は
大
ビ

ン
ゴ
大
会
）
で
、
最
後
の
ニ

ン
テ
ン
ド
ー
ス
イ
ッ
チ
の
抽

選
で
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
最
後
に
越
智
書
記

長
が
「
来
年
度
は
ぜ
ひ
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
新
採
歓
迎
会

が
実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
、
来

年
度
新
採
と
合
同
で
皆
さ
ん

を
招
待
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
締
め
く
く
り
、
歓

迎
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

２
月
６
日
、
「
第

29回
自

治
体
非
正
規
・
公
共
関
係
労

働
者
全
国
交
流
集
会
」
が
ｗ

ｅ
ｂ
で
開
催
さ
れ
、
愛
媛
か

ら
５
人
が
参
加
。
本
来
な
ら

松
山
市
で
２
日
間
の
開
催
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
ｗ
ｅ
ｂ
１
日
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
記

念
講
演
「
郵
政
労
契
法

20条

裁
判
最
高
裁
判
決
の
内
容
と

意
義
」
に
つ
い
て
平
井
哲
史

弁
護
士
が
講
演
。
基
調
報
告

の
後
、
大
阪
府
守
口
市
職
労

「
市
学
童
保
育
指
導
員
雇
止

め
撤
回
闘
争
」
、
奈
良
県
大

和
高
田
市
学
童
保
育
指
導
員

労
組
「
学
童
保
育
民
間
委
託

と
組
織
拡
大
」
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
愛
媛
か
ら
は
大

洲
市
職
・
門
多
委
員
長
が
現

在
交
渉
中
の
「
会
計
年
度
任

用
職
員
の
退
職
手
当
改
善
め

ざ
す
と
り
く
み
」
に
つ
い
て

特
別
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

門
多
委
員
長
は
「
退
職
手
当

支
給
は
、
大
洲
市
で
嘱
託
職

員
と
し
て

10年
以
上
勤
務
し

た
期
間
も
通
算
し
て
の
支
給

を
要
求
し
て
い
る
が
、
理
事

者
回
答
は
会
計
年
度
任
用
職

員
で
の
勤
務
期
間
で
手
当
支

給
だ
っ
た
。
回
答
を
受
け
、

『
退
職
手
当
の
支
給
は
嘱
託

の
期
間
は
通
算
で
き
な
い
の

か
？
』
と
疑
問
を
持
ち
、
県

市
町
総
合
事
務
組
合
『
退
職

手
当
条
例
』
を
確
認
、
『
嘱

託
職
員
の
勤
務
期
間
も
退
職

手
当
の
支
給
対
象
』
で
あ
る

こ
と
や
『
嘱
託
職
員
か
ら
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
任
用
根

拠
が
変
わ
っ
て
も
、
退
職
手

当
計
算
上
の
勤
務
期
間
は
中

断
さ
れ
な
い
』
な
ど
、
要
求

実
現
に
向
け
当
局
回
答
を
分

析
し
、
要
求
に
確
信
を
持
つ

こ
と
。
要
求
と
組
織
拡
大
を

一
体
に
組
合
活
動
を
続
け
る

大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

（１） 第５２９号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２１年 ２月２０日

第 ５２９ 号

日 程

【２月】

15 愛媛労連キャラバン

（～３／１）

20 青年部幹事会

女性部幹事会

21 自治体で働く保育労働者

のWeb全国集会・全体会

27 自治労連青年・女性ステッ

プセミナー（web併用）

28 自治体で働く保育労働者

のWeb全国集会・分科会

【３月】

３ 四国総行動（高松）

４ 自治労連全国代表者会議

５ 中央行動

６ 国際女性デー愛媛集会

７ 自治体病院交流Web集会

10 春闘集中回答日

11 全国いっせい行動日

福島原発事故10年目集会・

デモ（松山）

13 県本部拡大執行委員会

公衆衛生全国交流集会

（web～14）

伊方原発いらない3・13

愛媛集会（共済会館）

自治労連運動の《３つの原点》と循環型運動の実践で要求も組織も前進する春闘を！

◎『要求活動』⇒『要求活動』の基本は「職場の声を集め、学習し行動し、要求し交渉し、職場に返す」

「組合をつくり・みんなが加入し・行動する」ことが『要求活動』です。

◎『職場づくり』⇒ 私たちは「自らの要求実現」と「地域の繁栄・住民のくらし改善」を統一してめざ

します。『要求活動』が『職場づくり』につながってこそ、職場全体と住民の支持と共感が広がります。

◎『仲間づくり』⇒『要求活動』も『職場づくり』も１人よりも２人、少数より多数の『仲間づくり』が

必要です。みんなで声や意見、活動費も出しあい支えあう『組織強化拡大』『共済加入』をめざします。

◎「職場の声」を集めた『単組要求書』を提出し、結果を「職場に返す」循環型運動

ⅰ 職場や組合員の目線で見える「職場課題」「改善提案」「仕事の悩み」に耳を傾けよう

ⅱ 出された「声」や「職場実態」を分析・議論し「単組要求書」提出で理事者に伝えよう

ⅲ 要求に基づく交渉実施と、結果をスピーディに職場に伝え次の要求につなげる循環を



西
条
市
職
労
は
１
月

13日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し

21人

が
参
加
。
山
内
委
員
長
か
ら

「
要
求
の
元
と
な
る
職
場
課

題
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

36協
定
締
結
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
「
締
結
が
必
要
な
職

場
が
１
８
０
カ
所
の
う
ち
６

カ
所
は
過
半
数
組
合
員
が
い

る
た
め
執
行
委
員
長
が
職
場

代
表
と
し
て
締
結
と
な
っ
た
」

と
報
告
。
ま
た
、
次
年
度
の

新
採
職
員
の
組
合
加
入
勧
誘

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、

次
年
度
採
用
予
定
者
が

28人

い
る
こ
と
か
ら
加
入
目
標
を

「

25人
以
上
」
と
設
定
。
そ

の
上
で
「
新
採
職
員
を
勧
誘

に
、
他
自
治
体
と
の
交
流
や

職
場
の
先
輩
・
後
輩
と
の
つ

な
が
り
な
ど
労
働
組
合
の
あ

ら
ゆ
る
魅
力
を
伝
え
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
１
月

20

日
、
執
行
委
員
会
を
開
催
し

７
人
が
参
加
。
最
初
に
愛
媛

県
市
町
村
共
済
組
合
・
職
員

側
議
員
の
三
谷
さ
ん
が
、
新

任
議
員
研
修
会
を
「
来
年
度

か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
が

共
済
組
合
員
と
な
る
た
め
、

給
付
事
業
見
直
し
な
ど
検
討

さ
れ
て
い
る
」
な
ど
報
告
。

次
に
『
こ
こ
か
ら
始
め
る
組

合
活
動
』
を
読
み
あ
わ
せ

「
団
体
交
渉
権
＝
チ
カ
ラ
を

あ
わ
せ
て
交
渉
す
る
権
利
」

「
水
道
労
組
と
職
員
組
合
の

権
利
の
違
い
」
「
労
働
協
約

と
条
例
規
則
の
関
係
」
な
ど

学
習
。
年
度
末
の
職
場
要
求

を
協
議
。
「
水
道
事
業
の
業

務
見
直
し
や
人
員
配
置
の
理

事
者
の
考
え
方
を
示
し
て
も

ら
い
た
い
」
「
業
務
の
直
営

と
委
託
の
在
り
方
と
技
術
継

承
」
な
ど
意
見
交
換
。
２
月

執
行
委
員
会
で
『
水
道
労
組

要
求
書
』
に
ま
と
め
る
た
め

職
場
の
意
見
を
集
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
１
月

21日
、

執
行
委
員
会
を
開
催
し
、

14

人
が
参
加
。
春
季
要
求
及
び

団
体
交
渉
に
向
け
て
の
要
求

書
作
成
に
つ
い
て
協
議
。

「
機
構
改
革
等
の
難
し
い
言

葉
を
や
め
て
、
部
署
や
施
設

の
統
廃
合
に
す
る
方
が
分
か

り
や
す
い
の
で
は
？
」
な
ど
、

す
べ
て
の
組
合
員
が
理
解
し

や
す
い
表
現
を
心
が
け
る
な

ど
、
参
加
者
全
員
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
持
続
的
で
民
主
的
な

組
合
組
織
を
め
ざ
す
た
め
の

単
組
独
自
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト

案
に
つ
い
て
検
討
す
る
な
ど
、

活
発
な
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中

止
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

例
年
よ
り
も
景
品
の
数
を
増

や
し
、
初
夢
☆
大
抽
選
会
を

行
い
、
少
し
遅
め
の
お
年
玉

を
組
合
員
全
員
に
届
け
ま
し

た
。

津
島
吉
田
病
院
局
労
組
は

１
月

26日
、
執
行
委
員
会
を

開
催
し

13人
が
参
加
。
高
橋

副
委
員
長
が
コ
ロ
ナ
の
現
状

に
つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
患
者
の

受
け
入
れ
が
愛
媛
で
も
厳
し

い
状
態
。
ホ
テ
ル
の
療
養
施

設
に
空
き
が
あ
っ
て
も
、
理

由
は
わ
か
ら
な
い
が
な
か
な

か
受
け
入
れ
て
く
れ
な
い
」

と
報
告
。
職
場
報
告
で
は

【
津
島
病
院
】
あ
る
看
護
師

か
ら
２
交
替
制
に
し
た
い
と

看
護
部
長
に
申
し
出
が
あ
り
、

近
く
２
交
代
制
の
検
討
を
予

定
。
３
交
代
制
に
し
て
ほ
し

い
と
申
し
出
た
ら
「
３
交
代

制
に
な
る
の
か
？
と
い
う
意

見
や
労
働
条
件
な
ど
、
詰
め

て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
で

た
。
【
ふ
れ
あ
い
荘
】
病
休

者
が
半
日
勤
務
で
復
帰
し
、

２
月
か
ら
会
計
年
度
任
用
職

員
１
人
採
用
予
定
。
【
吉
田

病
院
】
コ
ロ
ナ
病
床
を
３
床

設
置
。
看
護
部
長
と
看
護
師

長
が
対
応
予
定
。
な
ど
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

１
月

30日
、
愛
媛
労
連
は

第

33回
中
央
委
員
会
を
開
催
。

ウ
ェ
ブ
含
む

46

人
が
参
加

（
自
治
労
連

15人
）
。
経
過

報
告
の
後
、
方
針
提
案
で
は
、

公
正
な
社
会
へ
の
転
換
を
め

ざ
し
て
「
組
織
強
化
・
拡
大
」

へ
労
組
の
『
姿
・
魅
力
・
力
・

助
け
合
い
』
を
伝
え
る
対
話
、

賃
金
要
求
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー

ト
・
署
名
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
な
ど
を
提
起
。
討
論
で
は

10人
が
発
言
。
自
治
労
連
か

ら
は
内
子
町
職
・
井
関
委
員

長
「
内
子
町
で
の
大
卒
初
任

給
格
付
が
国
の
４
号
下
位
と

な
っ
て
お
り
交
渉
を
継
続
し

て
い
る
」
、
県
自
治
体
一
般

労
組
・
石
井
委
員
長
「
今
年

度
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

制
度
が
ス
タ
ー
ト
。
改
善
要

求
を
か
か
げ
交
渉
を
継
続
」

の
２
人
が
発
言
。

21春
闘
方

針
を
全
会
一
致
で
採
択
し
決

定
。
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
会

を
閉
じ
ま
し
た
。

１
月

22日
に
核
兵
器
禁
止

条
約
が
発
効
し
た
こ
と
を
受

け
、

23

日
松
山
市
駅
前
で

「
日
本
政
府
に
条
約
へ
の
参

加
・
批
准
を
求
め
る
署
名
・

宣
伝
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
原
爆
被
害
者
の
会
が

呼
び
か
け
、
県
原
水
禁
・
原

水
協
、
労
働
組
合
や
市
民
な

ど
、

40人
超
が
集
ま
り
ま
し

た
。
ビ
ラ
を
配
布
し
署
名
の

協
力
を
呼
び
か
け
、
被
爆
者

の
皆
さ
ん
も
、
街
頭
か
ら
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
原
爆
と
人
間
」
パ
ネ
ル
も

並
べ
、
足
を
止
め
て
署
名
に

応
じ
る
人
も
。
被
爆
国
・
日

本
政
府
に
も
核
兵
器
禁
止
条

約
の
署
名
批
准
国
と
な
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

■
発
熱
は
お
ろ
か
風
邪
も
ひ

け
な
い
！
っ
て
思
う
と
生
活

が
規
則
正
し
く
な
り
ま
し
た
。

（
今
治
・
白
石
）

■
１
月
に
健
診
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
が
１
月
の
末

に
出
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

「
コ
ロ
ナ
太
り
」
で
し
た
。

（
伊
予
・
水
元
）

■
年
度
末
が
近
付
き
、
学
生

時
代
か
ら
の
数
少
な
い
友
人

の
転
勤
が
決
ま
り
ま
し
た
。

栄
転
な
の
で
う
れ
し
い
話
な

の
で
す
が
、

10年
来
の
付
き

合
い
の
友
人
が
い
な
く
な
る

の
は
寂
し
い
で
す
。
県
外
に

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
ら
絶
対
遊
び
に
行
く
け
ん

な
！

（
新
居
浜
・
大
坪
）

■
「
鬼
滅
の
刃
」
連
載
終
了

後
も
凄
い
人
気
で
す
ね
。
小

五
の
娘
も
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、

遂
に
読
み
始
め
ま
し
た
。
感

想
は
「
全
集
中
し
て
読
ん
だ
、

意
外
と
笑
え
た
」
と
の
こ
と
。

で
も
戦
闘
シ
ー
ン
は
「
キ
ツ

メ
で
ヤ
バ
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
（
笑
）

（
西
予
・
山
里
）

■
キ
メ
ツ
、
見
て
な
い
の
で

わ
か
り
ま
せ
ん
。
お
も
し
ろ

い
の
で
し
ょ
う
か
？

（
宇
和
島
・
岡
崎
）

■
我
が
家
族
も
「
鬼
滅
の
刃
」

に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
映
画
、

単
行
本
な
ど
楽
し
ん
で
い
て

家
族
団
ら
ん
の
い
い
ネ
タ
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
伊
予
・
岡
本
）

■
い
つ
も
他
市
町
の
活
動
の

様
子
な
ど
を
読
ま
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
西
予
・
渡
邊
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５２９号

２０２１年 ２月２０日

■
５
２
７
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
キ
メ
ツ
ノ
ヤ
イ
バ
」

（
鬼
滅
の
刃
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

頼
木
美
和
（
西

条
）

水
元
美
恵
子
（
伊

予
）

山
里
敬
一
郎
（
西

予
）

柳
川

学
（
宇
和
島
）

井
上
裕
也
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
３
１
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①四字熟語。何事にも「はいはい」従うさま

④海水以外の、地球上にある水の総称

⑦皮膚に小さい吹き出物が出ること。

突発性○○○○

⑧ツイッターで自ら投稿すること

⑨気分が明るくはずんでいる。○○○○気分

【タテのカギ】

①秋田県の名産の大根を燻した漬物

②舞踏場。特に、客に社交ダンスをさせる

有料の施設

③○○男、○○政宗

⑤1000キログラム＝○○○○

⑥四字熟語。困難にあい苦しみ悩む。

○○○○辛苦

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

２
～
３
月
に
手
続
き
す
る
こ
と
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


